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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
最
初

の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
日
本
経
済
は
米
中
の

貿
易
摩
擦
か
ら
、
中
国
経
済
の

先
行
き
に
一
段
と
不
透
明
感
が

徐
々
に
高
ま
っ
て
来
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
10
月

１
日
か
ら
の
消
費
税
８
％
か
ら

10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
大
き
な

出
来
事
で
し
た
。

　

懸
念
さ
れ
た
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
は
、
政
府
が
打
ち
出
し

た
主
に
食
品
を
対
象
と
し
た
軽

減
税
率
の
導
入
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還

元
措
置
に
よ
り
、
今
の
と
こ
ろ

は
以
前
の
増
税
時
よ
り
消
費
の

落
ち
込
み
も
な
く
推
移
し
て
い

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
県
内
の
景
気
動
向
は

製
造
業
は
生
産
が
減
少
し
、
非

製
造
業
の
宿
泊
業
も
台
風
の
影

響
、
暖
冬
の
雪
不
足
で
芳
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
個
人
消
費

も
低
迷
し
て
い
ま
す
。

台
風
19
号

　

昨
年
10
月
12
日
に
長
野
県
に

襲
来
し
た
台
風
19
号
は『
内
陸

性
気
候
で
雨
も
少
な
く
、
山
に

囲
ま
れ
て
台
風
進
路
に
も
当
た

る
事
も
少
な
く

大
き
な
災
害
も

あ
り
ま
せ
ん
。』

と
い
う
紹
介
文

を
打
ち
砕
き
ま

し
た
。
当
地
で

も
千
曲
川
の
架

か
る
別
所
線
の

鉄
橋
崩
落
は
衝

撃
的
で
し
た
。

組
合
内
も
看
板

の
損
傷
、
シ
ャッ

タ
ー
の
破
損
、

一
部
停
電
の
被

害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、

組
合
は
長
野
県
と「
災
害
時
に

お
け
る
物
資
の
調
達
に
お
け
る

協
定
」ま
た
上
田
市
と
は「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供

給
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」に
基
づ
き
各
々
か
ら
供
給

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
が
該
当
組
合
企
業

の
ご
協
力
を
賜
り
下
着
類
、
飲

料
、パ
ン
等
を
手
配
し
ま
し
た
。

有
事
の
時
こ
そ
当
組
合
の
役
割

は
重
要
で
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
食
品
流
通
、
災
害

物
資
を
避
難
所
へ
供
給
す
る
基

地
の
当
組
合
、
停
電
復
旧
は
優

先
的
に
行
っ
て
頂
き
た
い
と
陳

情
し
ま
す
。
ま
た
組
合
員
の
取

り
扱
う
商
品
、
品
目
も
年
々
変

化
し
て
お
り
、
調
達
出
来
る
内

容
を
調
査
す
る
必
要
性
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
に
開
催
さ
れ
た
商
団
連

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
い
て

も
各
地
団
地
か
ら
台
風
15
号
も

含
め
て
被
害
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
昨
今
の
異
常
気
象
、

毎
年
日
本
ど
こ
か
で
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一

の
為
の『
備
え
』の
重
要
性
を
感

じ
さ
せ
る
出
来
事
で
し
た
。

卸
団
地
機
能
向
上

支
援
事
業

　

卸
団
地
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
に
対
応
し
活
性
化
を
図
る

為
、
卸
団
地
機
能
向
上
支
援
事

業
に
本
年
度
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
収
入
源
で
あ
る
組
合
会

館（
あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
）は
経
年

化
か
ら
の
不
備
な
点
が
上
田
消

防
署
か
ら
の
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。
す
ぐ
に
改
善
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
共
同
倉
庫
は
物
流
改

革
に
即
し
た
も
の
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　

将
来
を
見
据
え
団
地
再
整

備
、
各
種
共
同
事
業
の
再
構
築

に
よ
る
機
能
強
化
、
向
上
さ
せ

る
為
に
行
う
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
の
調
査
研
究
、
事

業
化
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
か
ら
も
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
56
年
前
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
軽
井
沢
の
馬
術
競
技

場
へ
向
か
う
聖
火
が
市
役
所
玄

関
で
一
晩
上
田
を
灯
し
ま
し

た
。
私
は
小
学
生
で
し
た
が
、

今
で
も
聖
火
の
明
る
さ
は
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
で

景
気
浮
揚
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
８
月
平
井
寺
ト

ン
ネ
ル
が
無
料
化
さ
れ
極
端
な

通
行
量
の
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
９
月
１
日
に
松
本

と
を
繋
ぐ
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
が

無
料
化
の
予
定
で
す
。
首
都
圏

か
ら
の
、
県
内
の
物
流
、
観
光

に
変
化
が
あ
る
事
は
顕
著
で

す
。
私
た
ち
は
好
機
と
捉
え
経

営
に
取
り
込
ん
で
参
り
ま
し
ょ

う
。
組
合
員
、
関
係
諸
兄
の
皆

様
に
本
年
も
平
穏
で
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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新
年
を
迎
え
て理

事
長
　
桑
原
　
茂
実

上
田
冷
蔵
㈱

崩落した別所線の鉄橋〔千曲川左岸から〕
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
組

合
員
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
外
観

　

２
０
１
９
年
は
平
成
か
ら

令
和
へ
と
年
号
が
変
わ
り
、

日
本
経
済
は
新
し
い
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
令
和
の
日
本
経
済
は
良

好
な
船
出
と
は
い
か
ず
、
世

界
経
済
の
減
速
や
米
中
貿
易

摩
擦
の
影
響
を
受
け
輸
出
が

低
迷
し
、
力
強
さ
を
欠
く
民

間
需
要
を
公
的
需
要
が
下
支

え
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の

日
本
経
済
は

　

２
０
２
０
年
の
日
本
経
済

は
、
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ

五
輪
後
反
動
減
の
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
建
設
投
資
は
、
過
去
の

開
催
国
を
み
て
も
深
刻
な
景

気
後
退
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
輸
出
、
消

費
、
投
資
に
つ
い
て
は
と
も

に
引
力
に
欠
け
、
日
本
経
済

は
弱
い
伸
び
と
な
り
、
外
的

シ
ョ
ッ
ク
に
脆
弱
な
状
況
が

続
く
見
通
し
で
す
。

庚
子
の
年
は

飛
躍
へ
の
第
一
歩

　

今
年
の
干
支
は
庚
子(

か

の
え
ね)

で
あ
り
、
庚
は
前

年
の
も
の
を
継
承
し
つ
つ
、

思
い
切
っ
て
更
新
・
新
化
さ

せ
る
と
い
う
意
味
で
、
子
は

新
し
い
生
命
が
種
子
内
部
か

ら
芽
生
え
る
状
態
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

庚
子
の
字
義
に
て
ら
す
と
、

２
０
２
０
年
は
過
去
の
成

果
か
ら
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の

を
継
承
し
、
時
に
改
め
る
こ

と
で
、
新
た
な
飛
躍
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
組
合
員
様
の
企
業

が
発
展
し
、
よ
り
良
い
一
年

と
な
る
た
め
に
役
職
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

令和 2 年の主要日程

「卸商業団地機能向上支援事業」が創設されました

現時点で決定している主要日程は、次のとおりです。
◇第57回通常総会… ………５月26日(火)
◇第12回あきんど市… ……7月12日(日) 〔既に一部において、７月5日(日)開催としてお知らせしてありますが、
７月12日(日)開催に変更されました。〕

　当組合が所属する全国卸商業団地協同組合連合会(商
団連)において、中小企業庁及び独立行政法人中小企業
基盤整備機構の支援を受け、令和元年度より「卸商業団
地機能向上支援事業」が創設されました。

1   事業目的
　卸商業団地機能向上支援事業とは、卸商業団地にお
ける施設の建て替えや新規立地への移転等の団地再整
備、各種共同事業の再構築等による機能強化など、団
地機能を向上させるために行う事業の実施に関する調
査研究や事業化調査、基本計画・詳細計画の策定、シ
ステム開発に対して支援することを目的としています。

2   基金額
　5.4憶円　(運用期間：令和元年度から5年間)

3   助成金額　
　事業の分類等によって、また、事業経費の金額によ
り助成対象経費の割合が決められております。助成限
度額は1組合・1事業につき、100万円～5,000万円限度。

　助成事業としては、「団地再整備事業」・「共同事業機
能強化事業」のいずれかから選択することとされており
ます。当組合としましては、組合事業の将来を見据えて、
本事業への応募を慎重に検討していく予定です。

２
０
２
０
年
の
ご
挨
拶

副
理
事
長
　
堀
　
健
二

長
野
県
連
合
青
果
㈱

制
度
の
ス
キ
ー
ム

中
小
企
業
庁

（
中
小
機
構
）

商
団
連

（
公
募
）

卸
商
業
団
地

助
成
金

助
成
金
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令和2年 卸団地新年会を開催
　1月21日(火)・上田市「香青軒」において、令和2年卸団地新年会が盛大に開催されました。午後6時30分に開会され、桑原理事
長のご挨拶で始まりました。
　ご来賓には、上田市商工観光部部長　大矢義博様、上田商工会議所　専務理事　金子義幸様、商工組合中央金庫長野支店支
店長　髙原清志様、八十二銀行上田支店執行役員支店長　佐藤信司様、長野県中小企業団体中央会東信事務所所長　小池昭雄
様をお招きし、大矢部長様、髙原支店長様よりご祝辞を戴きました。
　金子専務理事の乾杯のご挨拶により懇親会が開宴され、宴もたけなわとなった頃、上田市長　土屋陽一様にご多用の中を駆け
つけていただきました。このサプライズに、新年会も大いに盛り上がりを見せました。
　今回、初めて出席された組合員の方々も多数おられ、組合員同士、また、ご来賓の皆さまと懇親を深める良い場となりました。

大矢部長様からご祝辞をいただきました

佐藤支店長様のご挨拶と中締め

髙原支店長様からご祝辞をいただきました

田中理事からご来賓に返礼の言葉

土屋市長様も駆けつけてくださいました

金子専務理事様のご発声で乾杯

桑原理事長の新年の挨拶
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午前７時から午後１時まで開催。来場者数125名と、ことしも大感謝
祭は盛況でした。

10月11日㈭大感謝祭を開催

秋の一斉清掃を開催
春・秋の年2回実施されている団地内一斉清掃。春は雨天のため中止と
なりましたが、秋の一斉清掃には、組合員・賛助会員・近隣の皆様、46
名が参加、無事に行うことができました。

10月24日㈭

事業報告
10月～11月

《台風19号による被害を受けられた皆様に
心よりお見舞い申し上げます》

この度の台風19号により被害を受けられた地域に対して、長野県及び上田
市との「災害時における物資の調達協定」に基づき、県・市からの要請により
救援物資の搬送を行いました。
ご協力いただきました組合員企業は、次のとおりです。
◦㈱丸山商店　◦㈱協和食品　　　　　ご協力、ありがとうございました。

台風19号被災地へ救援物資を搬送

（
　
　
　
）

会
議
な
ど
の

出
席
状
況

組
合
の
動
き
（
抜
粋
）

10
月
3
・
4
日　

商
団
連
関
東
甲
信
越
連
絡
協
議
会
幹
事
会
・

		


東
北
協
議
会
交
流
会(

静
岡
市)　

	

8
日	

理
事
会

	

17
日	

大
感
謝
祭　

１
２
５
名
来
場

	

18
日	

西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
会
防
犯
・
防
災
部
会
　

	

21
日	

食
品
部
会

	

24
日	

秋
季
健
康
診
断　

52
名
受
診

	
 	

秋
季
一
斉
清
掃　

46
名
参
加

		


中
間
監
査　

	

25
日	

問
屋
町
会

11
月
２
日	

中
央
会
事
務
主
任
者
会
東
信
支
部
通
常
総
会

　
　

6
日	

商
工
中
金
会
経
理
者
担
当
会
議（
長
野
市
）　

　

	

8
日	

理
事
会　

	

11
日	

県
火
災
共
済 

第
２
回
理
事
会（
長
野
市
）

	

12
日	

中
央
会
事
務
主
任
者
会
東
信
支
部
役
員
会
・
総
会
　

	

13
・
14
日	　

上
田
商
工
会
議
所
交
通
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
と
の

		


合
同
視
察
研
修(

静
岡
市
清
水
港
他)　

4
名
参
加

	

18
日	

中
央
会
事
務
主
任
者
会
通
常
総
会(

松
本
市)

　

	

19
日	

問
屋
町
会
・
十
日
会
共
催
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

	

22
日	

西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
会
防
犯
・
防
災
部
会
　

	

25
日	

青
年
中
央
会
県
大
会（
長
野
市
）　
　

	

27
日	

県
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会
・
卸
売
問
題
懇
談
会（
松
本
市
）

12
月
4
日	

青
年
中
央
会
講
習
会
・
忘
年
会

	

4
・
5
日　

商
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
浜
松
市
）　

	

9
日	

中
央
会
上
小
支
部
役
員
会

	

13
日	

理
事
会
　　

	

23
日	

健
保
組
合
健
康
管
理
事
業
推
進
委
員
会（
松
本
市
）　　

	

20
日	

西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
会
防
犯
・
防
災
部
会

１
月
８
日	

上
田
商
工
会
議
所
新
年
賀
詞
交
換
会

	

21
日	

理
事
会　

		


卸
団
地
新
年
会　

35
名
出
席

	

28
日	

青
年
中
央
会
上
小
・
佐
久
支
部

　

		


合
同
講
習
会
・
新
年
会（
佐
久
市
）

11月13日㈬・14日㈭清水港視察研修に参加
2020年末に開通が予定されている中部横断自動車道静岡・山梨区間の
開通による太平洋臨海地域と長野県間の物流、観光の促進が期待され
る中、注目を集めている清水港及び周辺地域の視察研修に参加しまし
た。今回の視察研修は上田商工会議所交通・観光サービス業部会との
合同で行われ、11名が参加。当組合からは4名が参加しました。

抽選会場となった大ホール

日本軽金属㈱清水工場
の専用バース。
当日は、船舶からの水
酸化アルミニウム・ア
ルミナ原材料の受け入
れ 作 業 中 で し た。(海
上視察で乗船した静岡
県巡視船「ひので」から
撮影)

清水港梱包物流センターの重量物梱包工場にて、
バンニング作業等を視察。

新興津コンテナターミナル管理棟にて、清水港利
用促進協会、静岡県港湾局、清水港コンテナター
ミナル㈱関係者との懇談会。

コンテナターミナル管理棟4階から、コンテナヤード
を視察。

第６共同駐車場西側の道路清掃 第１花壇周辺の清掃


